
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 私達ごみ減量化推進委員は、イベント等にてごみ分別のルールを啓発しています。ごみ分

別のルールを守ることは、より多くのものが資源化されることにつながります。また、リサ

イクル作業の負担も軽減されます。この機会にあらためてルールを確認してみましょう！ 

 

 

〈紙のリサイクル〉 

 資源再生物の古紙類は、新聞、チラシ、段ボール、 

紙パック、その他にも名刺以上の大きさであれば対 

象になります。多くのものがリサイクルできますが、 

感熱紙やワックス加工紙、汚れた紙等は対象外です。 

また、汚れがない紙であっても、においがついた紙は 

資源再生物にはなりませんので注意してください。 

 

 

 

〈ペットボトルの蓋、ラベル〉 

   ペットボトルの蓋とラベルは、ボトル部分から外しましょう！ 

蓋とラベルがついたままだと、きちんとした再生品になりません。 

同じプラスチックでも、素材が違うためです。蓋とラベルは、プラ 

マークを確認してプラクルへ捨ててください！ 

 

 

 

〈金属を出すのは専用コンテナ（黄色）の外側〉 

 資源再生物の日に出す金属。同じ日に缶を入れ 

るための専用コンテナ（黄色）が設置されますが、 

「金属」はコンテナの「外側」に置いてください。 

 誤って缶として回収されてしまうと、振り分け 

作業が必要になります。 
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回 覧 

分別ルール 正しく守ってリサイクル 

 



 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

中身が残ったままのスプレー缶をそ

のまま捨てると、ごみ収集車が火事にな

ることもあり、非常に危険です。中身を

使い切ってから捨てましょう。穴開けは

不要です。 

中身を使い切れない等、お困りの場合

は、平塚市役所収集業務課窓口へお持ち

込みください。 

 

 

平塚市ごみ減量化推進員会 活動紹介 

平塚市ごみ減量化推進員会は、皆様の生活にごみの資源化・減量化が根付くこ

とを目指して活動しています。 

私達が大事にしている活動のひとつに、イベント等における啓発活動がありま

す。今年の環境フェアでは来場した方々に熱心に話を聞いていただき、とても嬉

しく感じました。緑化まつりや公民館まつりにも参加していますので、お越しの

際はぜひお声掛けください。 

私達の活動やごみの減量化の方法を知っていただき、環境のための取り組みを

少しでも実施してもらえれば幸いです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

分別がわからないとき、その場

ですぐに検索できるのがごみ分別

アプリ『さんあ～る』です。他に

も収集日のお知らせ等、便利な機

能が充実しています。『さんあ～

る』で、分別を楽ちんに！ 

 

ダウンロード 

はこちら 

分別に悩んだときは 

〈環境フェア〉 

パネル展に出展し、ごみの減量につ

いて来場者に知ってもらいました。 

もらいました 

〈全体研修会〉 

推進員参加の全体研修を開催し、分

別啓発のための知識を学びました。 

危険につながるごみの出し方 


